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	スライド 1: ＜経済の視点で歴史の授業を創る＞  経済の視点に着目した 日本貿易史の授業創り提案
	スライド 2: １　経済の視点で歴史的事象を学ぶことの意義  ＜公民的分野と歴史的分野との連携について＞  〔歴史的分野 内容Ｃ(2) 現代の日本と世界〕  　 歴史の大きな流れの中で現代の課題を    考え続ける姿勢をもつことの大切さに    気付くことができるようにして、    公民的分野の学習へ向けた課題意識を    もつことができるようにする。  文部科学省 [2017]『中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 社会編』p.121 
	スライド 3:  〔公民的分野 目標〕  　歴史的分野における推移や変化などといった 　多様な視点を踏まえた上で、公民的分野に 　おいては、対立と合意、効率と公正などの 　現代社会を捉える概念的な枠組みを 　「視点や方法（考え方）」として用いて、 　社会的事象を捉え、考察、構想に向かうことが 　大切である。  文部科学省 [2017]『中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 社会編』p.127 
	スライド 4: ＜経済学を歴史で学ぶ理由＞  　歴史は「取引のあり方や値段の決まり方を  　切り口として、人間がどのような行動をとるのか」  　を探るヒントの宝庫なのです。  　過去の出来事と現代の問題との間を経済学を  　通じて結びつけて考えることができる、  　ここに歴史で学ぶ面白さがあります。  　　横山和輝 [2018]『日本史で学ぶ経済学』東洋経済新報社、p.4 
	スライド 5: ２ 「経済の視点」とは  ＜中学校社会科における「社会的な見方・考え方」＞  〔歴史的分野〕  「社会的事象の歴史的な見方・考え方」  　「社会的事象を、時期、推移などに着目して捉え、 　類似や差異などを明確にし、事象同士を因果関係 　などで関連付けること」とし、考察、構想する際の 　「視点や方法(考え方)」  文部科学省 [2017]『中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 社会編』p.83 
	スライド 6: 〔公民的分野〕  「現代社会の見方・考え方」  　社会的事象を、政治、法、経済などに関わる 　多様な視点(概念や理論など)に着目して捉え、 　よりよい社会の構築に向けて、   課題解決のための選択・判断に資する概念や 　理論などと関連付けること」とし、 　考察、構想する際の「視点や方法(考え方)」  文部科学省 [2017]『中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 社会編』p.126 
	スライド 7: ＜経済に関する様々な事象や課題を捉え、考察、 　 構想する際の概念的な枠組み＞  　 対立と合意、効率と公正、分業と交換、希少性など  文部科学省(2017)『中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 社会編』p.141   　これらに加え、  　機会費用やトレード・オフ、インセンティブなど  栗原久 [2024]「まず『教える側の専門知識が不足している』問題の解決を」 『教科科学 社会科教育』(８月号)明治図書出版、p.15 
	スライド 8: ＜経済の視点と貿易に関する現代の社会的事象＞  　 対立と合意       ⇒ 貿易摩擦、世界貿易機関(WTO) など 　 効率と公正       ⇒ フェアトレード、モノカルチャー経済 など    分業と交換       ⇒ 比較優位(国際分業と自由貿易)、           経済のグローバル化 など 　 希少性       ⇒ 食料自給率、レアメタル など　　　　　　　　　　  　 機会費用 ⇒ 比較優位(労働生産性) など 　 トレード・オフ ⇒ 産業の空洞化 など 　 インセンテ
	スライド 9: ３　日本の交易・貿易に関する歴史上の出来事     (弥生時代～明治時代) ＜弥生時代＞ ①倭の奴国王が後漢に使いを送る(57年) ②卑弥呼が魏に使いを送る(239年) ＜古墳時代＞ ③倭王武が宋に使いを送る(478年) ＜飛鳥時代＞ ④小野妹子を隋に送る(607年) (遣隋使) ⑤第１回の遣唐使を送る(630年) ＜平安時代＞ ⑥日宋貿易(10-13世紀) ＜室町時代＞ ⑦足利義満が日明貿易(勘合貿易)を始める 　 (1404年) 
	スライド 10: ＜安土桃山時代＞ ⑧南蛮貿易(16-17世紀) ＜江戸時代＞ ⑨朱印船貿易(16-17世紀) ⑩オランダ商館を長崎の出島に移す(1641年) 　 →「鎖国」体制の完成 ⑪日米和親条約を結ぶ(1854年) 　 →片務的最恵国待遇の容認 ⑫日米修好通商条約を結ぶ(1858年) 　 →領事裁判権の容認(治外法権)、 　　　 関税自主権の欠如 ⑬英・米・仏・蘭と改税約書を結ぶ(1866年) 　 →日本の輸入関税率が江戸末期の5・20・35% 　　　 から一律５%に引下げ 
	スライド 11: ＜明治時代＞ ⑭日朝修好条規を結ぶ(1876)    →日本の領事裁判権を認め、       朝鮮の関税自主権を否定 ⑮日英通商航海条約を結ぶ(1894年)    →領事裁判権の撤廃、関税自主権の一部回復       (関税率の引上げ)、最恵国待遇の相互化 ⑯日清通商航海条約を結ぶ(1896年)    →日本の領事裁判権を認め、       清の関税自主権を否定 ⑰日米通商航海条約を改正する(1911年)    →関税自主権の完全回復 
	スライド 12: ４　経済の視点に着目した日本貿易史に関する     学習内容の例  ＜「対立と合意」に着目した学習＞  【事　項】近代日本の国際的地位の向上と対外政策 　    (⑮日英通商航海条約、⑰日米通商航海条約)  【ねらい】 ○　条約改正を基に、欧米諸国との関係の変容を    理解する。 ○　条約改正の背景やその影響などを多面的・    多角的に考察・表現する。  【問　い】条約改正はどのように進められたのか 
	スライド 13: ＜「効率と公正」に着目した学習＞  【事　項】商品経済の発達と貨幣経済の進展 　         (⑦日明貿易)  【ねらい】 ○　東アジアの交易の特徴を基に、貨幣の流通を    理解する。 ○　明銭の大量流入による国内経済への影響を    多面的・多角的に考察・表現する。  【問　い】明銭の大量流入によって、貨幣の流通が    阻害されたのはなぜか 
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	スライド 15: ＜「希少性」に着目した学習＞  【事　項】金銀比価の違いと江戸幕府の貿易統制 　　　　　  (⑩鎖国)  【ねらい】 ○　金銀比価の違いによる影響を基に、江戸幕府の    貨幣政策を理解する。 ○　金銀の流出制限の背景や意義を多面的・多角的    に考察・表現する。  【問　い】江戸幕府はなぜ、金銀の流出を制限した    のか 
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